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1.　著者らは葉酸定量法の簡易化と精度の向上とを企

図してカップ手技による葉酸定量法に関し検討を重ねて

きたが本法が十分実用に供し う るこ とを見出し報告し

た。これら一連の検索から本法の感度の上昇と生成発育

帯の二重輪を解消せしめる必要性を痛感し，この目的の

ために本法に薄層手技の採用を企図した。

2.　検定平板の厚さを原法の２分の１に薄くしたほか

は正規のカップ法の至適な検定条件にもとずき，各種濃

度の葉酸標準液と生成発育円との関係を観察するととも

に統計学的処理を行ない，さらに2,    3生物材料につい

て本法による葉酸定量を実施した。

1）薄層カップ法における生成発育円の再現性は良好で

あり，かつ感度がよくなt),   2.5～100 m μg/m/ の葉酸

濃度では α＝αlogC 十β なる直線関係が成立し， そ の

最大誤差値（危険率1% ） も20% 前後 でこの範囲の定量

は可能である･。しかし，このばあいにも発育帯は二重円

となる。2）本法により2,    3天然試料中の葉酸定量を実

施したところ低濃度の測定が可能となり，微量の葉酸を

含有する標品の検定には好適で十分実用に供しうること

がうかがわれた。


